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第４章 ６者協議と中国の北朝鮮政策 
 
平成15年度報告書 
 

益尾知佐子 

 

はじめに 

2003年８月27日、北京の釣魚台において、北朝鮮の核問題に関する第１

回６者協議が開催された。北朝鮮問題について北朝鮮、韓国、米国、中国、

日本、ロシアが一堂に会して議論することは朝鮮半島の分断史上初めてで

あった。しかしそれに加えて、シャトル外交によって６ヶ国の意見を仲介

し、討議の場をセッティングしたのが中国であったことがひときわ注目を

集めた。北朝鮮との深い関係を持ちながらも、中国が北朝鮮核問題の解決

に積極的な役割を果たそうとしてこなかったことはよく知られていたから

である。 

本稿は、胡錦涛を中心とする中国新指導部が６者協議に向けて新しい政

策を決定するにいたった背景を分析し、中国がどのような考慮に基づいて

北朝鮮核問題の解決に取り組むこととなったかを検討する。これによって、

北朝鮮核問題の解決に対する中国の考え方を明らかにする。さらに、中国

が自国にとって望ましい結果を導き出すために、今後これに対しいかなる

姿勢で臨んでいくかを分析する。 

 
１．米中関係と北朝鮮核危機の再発 

2002年10月初、北朝鮮の姜錫柱・第１外務次官は、平壌を訪れた米国国

務次官補ジェームズ・ケリー(James Kelly)に核兵器開発の継続を通知し

た。16日、米国国務省はこれを公表し、北朝鮮の核問題は再び国際的な問

題として脚光を浴びるようになる。中朝間には自国の重要な措置について

は互いに事前協議を行うというという約束が存在しているが、中国政府は

北朝鮮の核開発の「事実」を北朝鮮側からではなく駐中米国大使から知ら

された(注1)。周辺情勢の緊張を顧みず自ら進んで国際社会の問題児になり

米国との駆け引きを有利に進めようという北朝鮮の方針は、周辺環境の安

定を望む中国指導部にとっては悩みの種となった。 
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この節では、この問題を米朝２国間の問題と認識していた中国が、周辺

事態の緊張を避けるために問題解決に介入していく過程を検討する。その

ため中国から見た米朝中の３ヶ国関係を主たる分析対象とする。第一に、

事件再発前後、中国指導部を取り巻いていた内外情勢、その中でも特に米

中関係の状況について検討する。第二に、朝鮮半島情勢の緊張激化を望ま

ない中国が、米朝両者の仲介役となり、2003年４月に３者協議を開催する

にいたった過程を分析する。 

 

(1) 米中関係の状況 

北朝鮮をめぐる2002年の核危機は、中国指導部にとっては最悪のタイミ

ングで仕掛けられた。11月８日から開催される中国共産党第16回全国代表

大会（十六大）で、天安門事件以来13年ぶりとなる指導部の交代が予定さ

れていたからである。中華人民共和国史上初めての順当な政権交代を実現

させるために、中国国内では数年をかけて準備が進められており、大会で

採決される江沢民党主席の報告書は全国の関係者によって約１年前から検

討が重ねられてきた。政権交代と胡錦涛新指導部の順調な滑り出しのため

には、中国にとって安定的で良好な国際的環境は不可欠であった。その十

六大の直前に再燃した北朝鮮核危機は、中国指導部に大きな外交的課題を

投げかけたと考えられる。 

数年間の世代交代準備工作において中国指導部が対外的に最も注意を払

ってきた点は、良好な対米関係を確保することであった。その観点からし

て、ビル・クリントン(William J. Clinton)前政権の対中関与政策を批判

するジョージ・ブッシュ(George W. Bush)政権が2001年１月に誕生した

ことは、中国にとって最大の不安材料となっていた。ブッシュ政権は選挙

キャンペーン中にすでに中国を「戦略的競争相手」と位置づけており、政

権発足後はより明確に対中強硬路線を打ち出すであろうといわれていた。

同年４月１日、海南島上空で米軍のEP-３偵察機と中国空軍機が接触する

事件が起きた。1999年に駐ベオグラード中国大使館誤爆事件で米中関係が

混乱した経験があったため、中国の関係者は問題を拡大しないよう事務的

に対応にあたったが、対米関係に対する指導部と関係者の懸念はピークに

達した。 

しかしながら、９･11事件の発生が米国との関係を改善する思わぬ好機
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となった。世界的な反テロ戦略を遂行する必要から、ブッシュ政権は事件

後すぐに対中関係の強化を試みた。10月に上海で開催されたAPEC会議に

は大統領自身が参加し、米中両国は建設的かつ成熟した関係を構築してい

くことで合意した。その後、経済問題や人権問題だけでなく、大量破壊兵

器の不拡散問題、反テロ協力など安全保障の分野でも両国の実務的協力が

促進され、実質的な成果を挙げた(注2)。2002年２月にブッシュ大統領が再

度訪中し、10月には江沢民国家主席がクロフォードを訪れ、これまでにな

く活発な首脳外交が繰り広げられた。 

米国の対中政策の変化を、中国は米国が世界戦略を転換させ大国

との協調を重視するようになったという文脈で肯定的に理解した。

当時副総理であった銭其琛は次のように記している。 

 
 米国の安全保障戦略の調整はおおよそ三つの段階を経ている。 

 第一の段階は、ほぼ「９・11」事件から2002年の初めにあたる。

…この段階では、テロリズム打倒が国際社会の共通の関心事とな

った。国際社会はテロリストの攻撃を強く非難し、各国は次々と

米国への同情と支持を表明した。米国は自分以外の大国を協力の

パートナーとみなし、チャンスを捉えてそれらの国が米国との関

係を改善するようはかった。(注3) 

 

対米関係の改善と並行して、また米国の世界戦略の転換に呼応する形で、

中国は自らの対外政策にも調整を施した。前述の中共十六大において、中

国は初めて先進国（つまり大国）との関係を対外政策の序列の一位に配置

した(注4)。これは伝統的に発展途上国や周辺国との協力関係重視を強調し

てきた中国の外交政策の中で初めての措置で、中国がイデオロギー的な色

彩の残る外交的アプローチを排除して、より現実的な外交路線を追求する

ようになってきたことを印象付けた。 

以上のような経過からして、ようやく改善したブッシュ政権との関係が

北朝鮮の核問題によって逆戻りすることは、中国指導部としては何として

でも回避したかった(注5)。ただし他方で、中国はブッシュ政権の先制攻撃

論が世界に対する米国の一極支配強化の手段となることを強く警戒してお

り、イラクの核査察をめぐる問題についても米国の立場から若干の距離を
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置いていた。そしてまた、米国内で国際問題の解決にあたって他国との協

調を重視しないネオコン勢力が台頭することを憂慮し、北朝鮮を「悪の枢

軸」と断定する米国の主張には懸念を示した。中国国内では、北朝鮮の瀬

戸際戦術は関係国にとっては悩ましいが、北朝鮮に対話の余地すら与えな

いブッシュ政権の政策こそが問題の源泉であるという認識が強く存在して

いた。 

 

(2) 中国の対応と３者協議 

以上のような状況を前提に、核危機再燃の当初、中国はハイレベ

ル指導者間の対話の場などを活用して米朝間のメッセンジャーとし

ての役割を果たすという対応をとった。米国では当時、対外政策に

ついて強硬派と穏健派の反目が国防省と国務省の対立の形で激しさ

を増しており、前者にやや有利な情勢となっていた。中国としては、

北朝鮮側の面目には配慮しながらも、北朝鮮核問題に平和的解決の

可能性が残されていることを米国の指導者に明示する必要があった。 
10月22日から25日まで、中共十六大に先駆けて江沢民国家主席が訪米し、

ブッシュ大統領と会見した。両者は北朝鮮核問題の平和的解決と朝鮮半島

の非核化を実現するために米中が緊密な協力を行っていくことで合意した

(注6)。このころから中国の指導者と外交部高官が、米国側カウンターパー

トとの間で目立たないが頻繁な意見交換を重ねるようになる(注7)。 

しかしながら当初は、北朝鮮との直接対話を避け関係国とともに対話の

テーブルにつきたい米国と、北朝鮮の立場に配慮して米国に米朝２国間対

話の受け入れを求める中国との立場には大きな隔たりがあった。北朝鮮核

危機はNPT脱退をめぐる北朝鮮の措置によって年末以降さらに拡大し、

米国がイラクを打倒すれば次は北朝鮮かという懸念が関係国に急速に広が

っていた。国連での対イラク戦開戦をめぐる安保理1441決議の採択の場を

借りて、米中間では北朝鮮核問題が議論されていたといわれている。 

2003年２月24日、パウエル(Colin L. Powell)国務長官が訪中し、江沢

民主席、胡錦涛副主席、唐家璇外相と会見を行った。パウエルは胡錦涛に

対して、アメリカが多国間会談の開催を望んでいることを北朝鮮に直接伝

えるよう求めたという(注8)。中国は米朝２国間対話が必要であるという主

張を放棄してはいなかった(注9)。しかし事態の緊迫性に鑑みて、いかなる
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形であれ米朝両国の対話を実現することが先決と判断したとみられる。３

月８日から９日にかけて、銭其琛が訪朝し、金正日総書記と意見交換を行

った。これと前後して中国は北朝鮮の譲歩を求めてさまざまな圧力をかけ

ている(注10)。４月12日、北朝鮮が３者協議の開催に同意した。危機再燃

から４月初めにかけて、中国側が米朝間で橋渡ししたメッセージは50通に

上っていた(注11)。 

 

２．「平和的台頭」構想の中の6者協議提案 

2003年４月25日、米朝双方の主張を折衷する形で、北朝鮮核問題を討議

する３者協議が北京で実現した。しかし会議には実質的成果はなく、中国

が席を外していた隙に北朝鮮が米国に対して8000本の使用済み核燃料棒の

再処理などを通告しただけで終わった。中国は仲介役としての面子をつぶ

された形となったわけであるが、それに対する反応は極めて冷静なもので

あった。それからしばらくの間、中国ではSARS発生によって国内が混乱

するが、一段落した７月以降、中国は積極的な斡旋活動を行い、８月末に

は初めての６者協議を北京において実現する。 

本節では、６者協議開催提案にいたる中国内部の政策形成の状況を検討

し、この問題の解決に関する中国の政策を分析する。まず、中国が北朝鮮

核問題の解決に多国間の枠組みで取り組むことを決めた背景を、1990年代

末以降の中国の外交的アプローチの変化、また胡錦涛・温家宝新指導部の

「平和的台頭」構想と関連させて分析する。その上で、近年中国において

対外政策の形成にあたって影響力を持つ政策ブレーンたちの主張に着目し

ながら、６者協議に臨む中国の政策、意図、立場を分析する。 

 

(1) 新しい外交姿勢と「平和的台頭」構想 

1990年代の半ば、スプラトリー諸島をめぐる領土問題や中国軍の台湾海

峡での軍事演習によって、東南アジア諸国や日本・米国では中国脅威論が

高まっていた。主としてこれに対処するため、中国は1990年代末から徐々

により穏健で協調的な外交姿勢に転じていた。これには多国間の枠組みを

重視すること、各地域で影響力を持つ諸大国・組織との関係強化を図るこ

となどの特徴があった。その代表的な試みが、経済協力をばねとする

ASEAN諸国との多国間協力の促進であった。中国はその他にも、米国を
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はじめ、EU諸国、ロシア、日本、インドなどとの建設的な協力関係の構

築に努め、新たな外交アプローチを模索していた。 

胡錦涛体制の成立と前後して、中国では新指導部の対外戦略のあり方が

学者や政策ブレーンの間で論争の的となっていた。日本で脚光を浴びた時

殷弘の対日新思考論もそのひとつであるが、中国の指導者と政策ブレー

ン・サークルにより大きな影響を与えたのは「和平崛起（平和的台頭)｣ 

論である。提唱者である鄭必堅は中共中央党校の元・常務副校長（第一副

校長）であり、2002年後半に訪米した際、中国の新しい対外戦略として 

｢平和的台頭」論を掲げることを思いついたという。胡錦涛（元・同校校

長）の合意の下、鄭必堅は北京や上海の政策ブレーンを集めて大々的な研

究グループを組織し、約１年の時間をかけてその基礎的構想を練っ

た(注12)。鄭がそれを最初に公表したのは2003年11月のボアオ・アジア・

フォーラムの場であるが、ここで鄭は以下のように述べている。 

 

われわれ（中国＝益尾注）の選択は、力を尽くして台頭する、し

かも平和的に台頭する、この他にはありえない。これはつまり、

平和な国際環境を勝ち取って自らを発展させる、また自らの発展

をもって世界の平和を守っていくという決心をするということで

ある。(注13) 

 

｢平和的台頭」論の中で鄭は、中国は国内的な発展問題を解消する必要

があり、そのためには経済発展を遂げなければならない、しかしグローバ

ル化の進む世界でそれを順調に実現するには国際社会との共存・協調が不

可欠であると強く訴えている。そして経済発展による大国化を実現してい

く際に、中国は既存の国際秩序の一員として積極的に平和を勝ち取り、世

界の中で建設的な役割を果たすべきであると主張している。これは外交政

策と経済政策を結合させて新政権の政策に理論的枠組みを提供する構想だ

が、特に外交面では、前述の新しいアプローチをさらに一歩強化すること

を主張していた(注14)。 

北朝鮮核問題をめぐる中国の新政策は、新指導部と政策ブレーン・コミ

ュニティーの「平和的台頭」論提起に向けた戦略的思考の中で育まれるこ

とになった。必然的に、中国の６者協議提案は「平和的台頭」論を体現す
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る最初の外交的措置として位置づけられることになった。 

 

(2) ６者協議に向けた政策形成 

2003年初頭には、中国国内ではすでに北朝鮮核問題解決に向けたブレー

ン・ストーミングが始まっていたようである。北京大学教授の朱鋒は、米

国がこれまでこの問題を東北アジア地域の安全保障の問題として取り扱っ

てきたことに着目し、北朝鮮核問題の国際化をはかる米国に対抗するため

には、北朝鮮周辺の国家間で多国間討議の場を設け、これらの国が責任を

分担する形で共同で問題の解決にあたるべきとしている(注15)。また米国

とのトラックⅡ協議を多く手がける中国国際戦略研究基金会の張沱生は、

米国でのある会議で、北朝鮮は対韓・対日関係を進展させたものの米国側

の強硬姿勢を崩せなかったため、核開発をてこに自国の安全保障の確保に

走ったのだと米国側に説明している。その上で、中国は北朝鮮核問題解決

のために積極的な役割を果たすと断言し、さらに韓中ロ日の参加する多国

間協力が米朝二国間対話と核問題解決の条件を整えると述べている(注16)。 

中国が米国の要請によって３者協議開催に向けて動き出していた３月初

め、中共中央委員会が「朝鮮問題領導小組」を設立し、その組長となった

胡錦涛は朝鮮問題の専門家を集めて意見を出させるよう命じたとい

う(注17)。実際にはこのころから、米国や朝鮮半島問題だけでなく日本や

ロシア問題の多くの専門家が北朝鮮核問題について盛んに発言するように

なっていく。 

３月末に開かれた中国国内のある会議では、前述の鄭必堅とのつながり

の強い王緝思が、世界的な衝突の焦点は現在ユーラシア大陸の腹部に集中

しているが、これが北東アジアに移動して中国の安全保障と経済発展の阻

害要因になることを積極的に防いでいかねばならないと主張してい

る(注18)。中国国際関係研究所（現在は研究院に昇格）の楊伯江は、この

問題に深い係わり合いを持つ日本や韓国の役割を引き出すためには、国連

ではない関係多国間の「総合的話し合い」の場で、核問題だけでなく朝鮮

半島に関するさまざまな問題を討議することが必要だと論じている。また

それによって、この枠組みが今後の東アジアの秩序再編につながるマルチ

ラテラルな協力組織の形成をもたらす可能性があると論じている(注19)。 

中国の北朝鮮核問題への取り組みを後押ししたのは、北朝鮮の核開発へ
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の脅威というよりも、イラクをはじめとする世界情勢の緊張が北東アジア

に飛び火することへの懸念であった。多国間協議は従来米国が主張してい

た枠組みであったが、中国は米朝が対立する状況を打開するには、多国間

協議を実施して、米国に対して同盟国として発言力を持ち、また米国以上

に地域情勢の緊張を望んでいない日本や韓国を協議に引き込み、関係国で

責任を分担する形で米国が北朝鮮に対して一方的に強硬な姿勢をとること

を牽制することが望ましいと考えるようになっていった(注20)。ここにお

いて、６者協議の枠組みを構築することで関係国のバランス・オブ・パ

ワーを制度化し、それによって地域情勢の安定化をはかろうという発想が

生まれる。 

近年の外交的アプローチの成功によって、中国は国際問題に関して多国

間対話を実行することにかつてのようなアレルギーを感じなくなっており、

それがこのような発想を支えていた。ただし北朝鮮問題に関する関係国の

立場は非常に異なるものであったため、関係国間の利害を調整し６者協議

を実行していくには、中国がこれまで経験したことのないような国際的重

責が当然予想された。しかし、より建設的・協力的な大国として平和な国

際環境を勝ち取るために努力するという「平和的台頭」構想に基づけば、

難題であるからこそ、これは中国の新しい外交イメージを世界に示すチャ

ンスでもあった(注21)。 

４月から５月にかけてのSARSの混乱によって、北朝鮮核問題に関する

中国側の政策形成は一時的に停滞したようである。中央指導部の政策決定

は６月前後であっただろう。これによって、朝鮮半島の非核化、対話によ

る核問題の平和的解決、北朝鮮の安全の保証に関する懸念の解消という中

国の従来からの目標を、自らが調停役となって６者協議を開催することで

実現していくという政策が決定されたと考えられる。 

 

３．核問題の周辺化 

この節では、中国が規定政策にのっとって２度の６者協議を開催した経

過を振り返り、北朝鮮核問題の解決に臨む中国の政策を確認する。またそ

の中で、時間の経過に伴って、北朝鮮核問題の解決が中国新指導部にとっ

ては徐々にプライオリティの低い問題になっていったことを分析する。 

７月以降、６者協議の開催に向けた新政策が執行段階に入った。中国側
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でこの責任者となったのは、前・中共中央対外連絡部部長で、新体制の下

では外交部の常務副部長（筆頭外務次官）と党組書記を務める戴秉国であ

った(注22)。そしてアジア担当の副部長（第２外務次官）である王毅が実

働部隊の指揮をとることとなった。７月14日には戴秉国が胡錦涛の特使と

して訪朝し金正日と会見、胡錦涛の新書を手渡し、17日、北京に戻ってす

ぐにワシントンに飛んで米国側と６者協議の開催について協議した(注23)。

これ以後中国側は外交関連の高官を総動員してシャトル外交を展開するが、

これは北朝鮮核問題に対する中国の役割を特色付けるものとなる。７月31

日には北朝鮮がロシアを含めた６者協議の開催に同意することを発表し、

８月27日からは王毅を議長役とする第１回目の６者協議が実現する。それ

までほとんど沈黙を保っていた中国のマスコミは、８月からいっせいに北

朝鮮核問題に関する報道を流し始めた。中央指導部で決定された政策が、

正式な決定としてメディアを統括する中宣部にも下達されたことを示す現

象であった。 

第１回６者協議は北朝鮮の強硬姿勢によって緊張したが、協議そのもの

は決裂せず、次回の開催を約して終わった。ところが第２回目の協議の実

現が中国の当局者にとっては難題となる。当初約１ヵ月後の開催が噂され

ていたが、北朝鮮は協議に臨む中国の姿勢に不満を訴えた(注24)。９月中

に予定されていた呉邦国・全人代常務委員長の訪朝は10月末に延期された。

呉邦国・金正日会談では北朝鮮の核問題が大きく取りあげられ、呉邦国は

「対話を通して平和的に核問題を解決することがそれぞれの利益にかなっ

ており、いかなる困難や曲折があろうともこの正しい方向は堅持すべき

だ」と北朝鮮を説得し、北朝鮮もようやく６者協議の継続に同意し

た(注25)。中国にとって北朝鮮の説得は決して容易な作業ではなかったの

である。 

第２回の会合で策定が目指されていた共同文書の内容をめぐって、その

後も米朝をはじめとする各国間の調整は難航した。日程案は何度も流れ、

第２回協議が開かれたのは結局2004年２月25日であった。しかも中国の大

量の事前工作にも関わらず、会議は共同文書どころか共同発表文でも合意

に達することができなかった。閉会にあたって王毅が発表した議長声明で

は、６月末以前に第３回目の協議を開催すること、またワーキング・グ

ループを設立してその準備にあたることが発表された(注26)。 
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中国側は第１回目と第２回目の６者協議開催の間に、それまで以上に関

係国間の意見調整に尽力したようである。しかし１年前と違って、中国側

は北朝鮮に目立った圧力をかけることで問題の解決を急ごうとはしなかっ

た。共同文書案策定の過程では、中国側から北朝鮮の安全の保障に関し強

硬な姿勢をとり続ける米国への強い不満が伝えられた(注27)。関係国の意

見が調整され問題の解決をみるにはまだ長い時間がかかるという見通しの

下、2003年12月、中国は北朝鮮核問題担当大使のポストを新設し、核問題

の実務作業にあたる担当室を外交部アジア司（アジア局）内に置くことを

発表した(注28)。 

2003年初夏に策定された新しい政策の下、北朝鮮核問題に関する中国実

務者の努力は現在も積極的に続けられている。しかし中国の動向に決定的

な影響力を持つ指導部の戦略的重点は、明らかに他の問題に移行しつつあ

った。イラクの戦後復興は膠着状態にあり、米国が北朝鮮に対する攻撃を

仕掛けるのは不可能な状態になっていた。東アジアでは秋以降台湾の内政

が混乱し、特に11月末に陳水扁総統が「防御性住民投票」案を発表してか

らは、中国指導部にとっては両岸関係が最もプライオリティの高い問題と

なった。核問題解決の重要性は、指導部の戦略的考慮の中では徐々に周辺

化されていったのである。 

中国の政治制度においては、指導部で新たな政策が出されない限り、実

務者の対応が変化することは難しい。調整役として可能な努力はするが核

問題の解決は急がないという中国の現在の態度は、皮肉だが情勢が再び緊

迫しない限り、今後も当面継続するだろう。 

 

おわりに 

６者協議は胡錦涛政権の「平和的台頭」論を背景とした中国の新しい取

り組みであり、中国外交の建設的アプローチを次なる段階に前進させるも

のではある。しかしながら中国にとっての６者協議の意義は、この枠組み

によって北東アジア地域のバランス・オブ・パワーを制度化するというこ

とにある。すなわち、６者協議が継続され参加国の極端な対外行動が牽制

されている限り、本来の目的の大半は達成されていることになる。中国に

とっては結局、北朝鮮の核問題の根本的解決は二次的な問題なのである。

そのため中国は、今後も協議の継続のためには尽力するであろうし、その
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中で実質的な進展が生まれることは歓迎するであろうが、早急な結果を求

めて関係国の一方の立場に立つということは考えにくい。逆に議長役とし

て、すべての参加国と話のできるポジションを確保し、６ヶ国のパワー・

バランスを維持していくことにメリットを感じるであろう。中国が外交政

策上主張する「建設性」「協調性」とは、まさにそのような役割のことな

のである。 

中国に対して挑発的な言動を繰り返す台湾の陳水扁総統は、米国にとっ

ても頭痛の種となっていた。陳水扁が米国の勧告を無視して「防御性住民

投票」を発表すると、米台関係の緊張は急速に高まった(注29)。2003年12

月、温家宝総理の訪米では、中国は北朝鮮問題での協力実績を盾にブッシ

ュ大統領から台湾に対する厳しいコメントを勝ち取った。６者協議が長期

化する中で、中国がそこで獲得したレバレッジを他の対外問題で活用しよ

うとする傾向は、今後もさらに強まっていくであろう。その意味において

も、この協議の方向性が東アジア地域の未来像に大きな影響を与えること

は間違いないと考えられる。 
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